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２７２ 松山大学論集 第２２巻 第１号
そうしたリスクを防ぐためには，日頃から教職員が地域との連携を密にし，
正確な情報をつかんでおく必要がある。ただし，そのためには，ただむやみに
「協議会」や「連絡会議」などの「受け皿組織」を設置しただけでは不充分と
言える。時には「連携」や「協働」のメリットを，ある程度目に見えるかたち
で提示出来なければ，地域からの信頼は得られず，有用な情報も迅速には入っ
てこない。
その一方では，学生を護るために，地域（企業・団体）エゴとは適度な距離
をとり，凭れ合い・狎れ合いや責任の押し付け合いを注意深く回避する必要も
ある。大学本来の社会的使命を考えれば，いくらか矛盾も抱えていないわけで
はない社会に，ただ学生を適応させることだけに注力するのではなく，社会の
側に対しても自己変革を求め，その道筋を共に模索するという心構えも重要で
あろう。
近年では，地域連携を専門とする部署やセンター，学生ボランティアセンタ
ーなどを学内に設置する大学も増えてきている。今後は，大学における地域連
携の組織的な取り組みをめぐる現状と課題についても，検証を行いたい。
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